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○ベンチャー購買制度【京都市】
・Ａランク認定企業（※）等による新規性を有する商品・役務を本市の随意契約の対象となる「新商品」として
認定し、スタートアップの販路開拓を支援する （H20年度～）

（※）「京都市ベンチャー企業目利き委員会」において、有望なスタートアップ企業等の発掘、認定から成長支援までを一貫して行うベンチャーサポート策を展開
（Ａランク認定企業数：1５０社、うち上場：5社（R3.3月末時点））

【認定実績】
53社、76商品（累計数、令和4年３月末）
【主な導入実績】
・腐食を抑制する反応性塗料の橋梁や動物園への導入（㈱京都マテリアルズ）
・地震感知器の小学校、感震コンセントの公共建築物への導入（第一通商㈱）
・環境循環型土の小学校への導入（東和スポーツ施設㈱）
・光触媒塗料の公共トイレへの導入（㈱ササミック）

（例）新素材による京都市
の橋梁への塗装

○チャレンジバイ【京都府】
・米国「ＳＢＩＲ制度」を、都道府県では全国に先駆けて「ﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾞｲ」制度として創設 （H19年度～）
・府内の中小企業やスタートアップなどの優れた新商品･新ｻｰﾋﾞｽを認定･公表・PR。
府庁での率先購入や新商品などの販売促進を図る。

【認定実績】
142社､176商品（累計数､令和４年6月末時点）
【主な導入実績】
①同一組織から、病理検査と遺伝子検査の2つの検査への検体提供が
可能な癌の確定診断で行われる針生検の導入（㈱ウミヒラ）

②織物壁紙に“折り加工”を施した室外機カバーの導入（㈱京都設備）
③３Dプリンティングや特殊な注型技術により製作した実物大の立体臓器
模型の導入（(株)クロスメディカル）

① ② ③

スタートアップの社会実装について（調達・実装支援等）
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京都市の行政課題と，技術・ノウハウを持ったスタートアップ等をマッチングし、社会課題解決等を目指す
○Kyoto City Open Lab（京都市）

○自治体の抱える課題解決に向けた実証実験（ 採択）

産後うつ兆候検知海岸漂着物減容化・資源化

スタートアップの社会実装について（調達・実装支援等）



33スタートアップ企業との協業によるコンセプトカー「Moeye」発表

京都府主催起業家教育事業への協力

自社内起業家育成支援
⇒京都府主催インキュベーション

プログラムへの参加

スタートアップ企業・大学との事業共創
妊娠うつ・産後うつ兆候検知システム
の開発に向けた共同研究をスタート

スタートアップを支援する地域の大企業・中堅企業の取組

企業の技術や製品・サービスと、
学生の柔らかい発想を掛け合わ
せ、「未来のビジネスアイデア」を
2日間で導く、企業×学生の共
創プログラム。
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民間企業の取組（アクセラレーター・アクセラプログラム）

フェニクシー

●対象者：ソーシャルイノベーションを志す大企業
の従業員や起業家

●これまでの実績
６クール開催、５０名を支援（大企業２７名、
起業家・学生等２３名）

社会課題を解決する「大企業発ベンチャー」の創出
支援と社会起業家の育成を行う居住型プログラム
参加者がフェニクシー専用施設「toberu」に4ヶ月
居住して各自の事業アイデアを磨き、新規事業創出
や起業を目指す取組みを支援

ヘルスケア・新素材分野
アクセラレータープログラム
▼2021.9.14

Summer/Fall 2021 Summit
・登壇スタートアップ：15社（海外7社）
・会場参加者数：41名
・配信視聴者数：623名

▼2022.3.8
Winter/Spring 2022 Summit
・ 登壇スタートアップ：18社（海外7社）
・会場参加者数：51名
・配信視聴者数：200名
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【都市の環境】スタートアップ支援の中心となる施設・場（公的施設・民間施設）
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